
 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 4月 28日（月)              

港 区 立 高 松 中 学 校 

校 長   大 島 一 浩 

栄養士   島 田 理 香 

新年度が始まり、早くもひと月が過ぎようとしていま

す。５月は１年の中でも比較的過ごしやすい時期ですが、

急に気温が上がることもあり、体がまだ暑さに慣れていな

いため、熱中症には特に注意が必要です。新しい環境への

疲れも出てくるころですので、 

睡眠をしっかりとって体調を 

整え、朝ごはんを必ず食べて 

から登校しましょう。 

「端午の節句」は男の子、

「桃の節句」は女の子の成長

をお祝いする行事です。 

学校給食の献立は、文部科学省が定める「学校給食摂取基準」に基づき、栄

養士が作成しています。１日に必要な栄養量の 1/3程度を基本に、不足しがち

なカルシウムやビタミン類は多めにとれるよう考慮し、食材や調理方法を工夫

して提供します。残さず食べることで、必要な栄養をしっかりとることができ

ますので、食べられる人は、盛り付けられた量を食べ切るよう心がけましょう。 

 苦手な食べ物があったり、食べられる量が少なかったり、給食を食べること

に不安を感じている人は、無理をしなくて大丈夫です。成長するにつれて、だ

んだんと食べられるようになりますので、少しずつ慣れていきましょう。 

 

もち米や団子をササの葉などで包み、ゆ

でたり蒸したりしたもの。中国から伝わっ

た行事に由来し、地域によって味や形はさ

まざまですが、西日本では主に円すい形の

甘いちまきが食べられています。もともと

は、チガヤの葉が使われたことから、ちまき

と呼ばれます。 

端午の節句は、男の子の健やかな成長と幸せを願う年中

行事です。五月人形やこいのぼりを飾り、ちまき、かしわ

もちなどを食べてお祝いをする風習があります。 

あん入りのもちをカシ 

ワの葉でくるんだもの。カシ

ワは、新しい芽が出るまで古い葉が木に

残っていることから、家が途絶えずに

代々栄えていくようにとの願いが込め

られています。カシワの代わりにサルト

リイバラの葉を使う地域もあります。 

別名で「菖蒲の節句」ともいい、菖蒲を浮かべたお風呂につかり、 

厄をはらう風習もあります。 


